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大阪経済記者クラブ会員各位 

 

「創薬特許マーケット」のプレサイト開設について 

 

【お問合先】 

大阪商工会議所 経済産業部（中川・玉川）

ＴＥＬ ０６－６９４４－６３０４

【概 要】 

○ 大阪商工会議所は、本年10月末、医薬品候補物質（創薬シーズ）や、創薬で使われる

技術（基盤技術）の売買情報を掲載する日本初の特許技術流通サイト「創薬特許マーケ

ット」を開設する。これに先駆け、本日、同マーケットへの特許技術情報の登録などを

受け付けるプレサイトを開設した（ＵＲＬ＝http://www.drugtech-patent.jp）。 

 

○ 同マーケットについては、製薬企業からの創設依頼を受け、昨年７月から「創薬シー

ズ・基盤技術等の流通市場構想研究会」（参加企業：製薬企業６社、商社、金融、開発

業務受託機関各１社）を設けて検討してきた。本年４月には、マーケットの運営に協力

する大阪工業大学、シミック株式会社、双日株式会社、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社と

本会議所が基本合意を締結し、共同で開設準備を進めてきた。 

 

【イメージ】 

プレサイト開設により、下記イメージの①、②に加え、会員登録が可能になる。 

 

http://www.drugtech-patent.jp/
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【特 色】 

①他者の利用を前提とした特許情報のみを掲載 

掲載する売り案件の特許情報は、技術移転（売買、使用許諾、共同研究）などを通じ

て、他者に利用されることを希望する案件のみ。買い手となる会員は、関心分野を匿

名で登録できるので、自社の開発意向を明らかにすることなく、必要な情報をダイレ

クトに収集することができる。 

 

②創薬関連に特化した詳細な特許情報を掲載 

掲載する売り案件の内容は、創薬シーズ・ターゲット、試薬・診断薬で30項目、基盤

技術で15項目。創薬以外も掲載対象とする既存の特許流通サイトに比べ、欲しい情報

だけをより効率的かつ詳細に収集できる。 

 

③２００８年３月までは無料で売り案件を掲載 

売り案件となる特許情報の登録は、２００８年３月までは無料で受け付ける。また、

会員は売り案件の詳細情報を閲覧できるだけでなく、関心案件に買い注文も出せる。

  ＊会員の年会費は、大企業が84万円、中小・ベンチャー企業、大学・研究機関が

   31万5,000円。情報の閲覧だけで年会費が何百万円も必要な他の創薬情報デー

   タベースに比べ、低料金で利用できる。 

 

【背 景】 

○ 製薬業界においては、１９９０年代半ばまでに開発された新薬の特許切れが２０１０

年前後に迫っているものの、これにかわる新薬の自社開発が進んでいない企業も多い。

新薬開発の成功率は低く、長期にわたり膨大な費用が必要となることから、製薬企業に

おいては、開発領域の選択と集中を進める一方、基礎研究・臨床実験が終了した成果を

大学・ベンチャー企業から買い取る動きを強めている。また、開発中止品を他社にライ

センス供与して、開発費の一部を回収したいというニーズもある。 

 

○ 一方、効率的に医薬品になる物質を探求する方法や、患部だけに作用させる技術等の

基盤技術、特定保健用食品・化粧品開発における創薬シーズの活用にも関心が高まって

いる。 

 

【添付資料】 

○「創薬特許マーケット」開設ＰＲリーフレット 
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